
　　多様性を尊重し、ともに学びあい、自主・自立の力を身につけた児童の育成

３　重点目標・達成指標、重点的取組等

重点的取組 評価 成果と課題、及び次期（次年度）に向けての取組

学
校

◇児童が「学ぶことが楽し
い」と実感できる授業づくり

◇個別最適な学びの保障 B

〇「授業がよくわかる」「友だちと学ぶことが楽しい」
　・・・肯定的評価１００％
〇国の単元末テスト（知・技）・・・６７％
〇算の単元末テスト（知・技）・・・８３％
　
　→達成・取組指標の見直しをして取り組む

家
庭

◇基本的な生活習慣の確立

A

保護者アンケート４段階評価
肯定的評価・・・１００％
　→継続して取り組む

地
域

◇学習への積極的支援
A

読み聞かせ、農業体験、書写指導、道徳授業で実施
　→継続して取り組む

B

〇「あきらめずに挑戦している」
肯定的評価・・・８３％

　→継続して取り組む

学
校

◇児童会活動を通した自主
的・創造的な活動の推進
◇豊かな体験活動の充実 A

〇「友だちと協力しながら学んでいる」の項目
肯定的評価・・・１００％
　→取組指標をより具体化して継続して取り組む

家
庭

◇家族の一員としての役割分
担の明確化 A

保護者アンケート４段階評価
肯定的評価・・・１００％
　→継続して取り組む

地
域

◇深水子ども応援団活動の継
続 A

プール掃除7/2実施
田植え活動7/1実施
　→継続して取り組む

学
校

◇会議時間内の効率的運営

A

〇放課後４時間以上の事務時間確保　３/３
〇各種資料のデータベース化やプランの作成が進んでいる
　→継続して取り組む

家
庭

◇会員減による活動の効率化
A

〇ワークライフバランス回答１００％
〇保護者向け連絡を紙からメールへの切り替え
　→継続して取り組む

地
域

◇学校運営協議会の充実
◇ＰＴＡ準会員としての学校
支援 B

〇在校超過l勤務時間
　４月　平均　44.33時間
　５月　平均　30.17時間
　→継続して取り組む

A

〇国の単元末テスト（思・判・表）・・・ ８３％
〇算の単元末テスト（思・判・表）・・・ ８３％

　→達成・取組指標の見直しをして取り組む

○子どもの思いを尊重した話し合いをする。家族の一員と
しての「家の仕事」を決め、すすんで実行しているとき
は、その都度、ほめる。

基礎基本の
定着
（もっと学
びたい）

〇国・算の単元末テ
スト（知識・技能）
の各自の平均を８
０％以上にする。
〇「授業がわかる」
「友達と一緒に学ぶ
のが楽しい」と回答
する児童が８０％以
上になる。
〇国・県・市の学力
調査（知識・技能）
で全国平均を超え
る。 ○地域は、学習内容に応じたゲストティーチャーとして授

業支援を行う。

①国語、算数は、多様な活用問題に取り組ませる。（単元
毎に）
②「背伸び読書」及び「すきま読書」に取り組ませる。
（週２回以上）

協働的に課
題を解決す
る力の育成
（もっと貢
献したい）

〇「友達と協力しな
がら、すすんで学ん
だり運動したりして
いる」と回答する児
童が８０％以上にな
る。
〇「地域や家族のた
めに役に立ってい
る」と回答する児童
が８０％以上にな
る。

学
校

◇協働的な学びの時間の充実

◇背伸び活動の推進

①授業者は、児童が「多角的・多面的」に考えて書くこと
ができる学習の手立てを工夫する。（１単元１回以上）
②「発言・発表マニュアル」を活用した発言・発表の場の
設定（単元計画に明示する。）
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１　学校の教育目標　

重点目標 達成指標 取組指標

２　育成を目指す資質・能力

　　コミュニケーション力

生
き
て
働
く
知
識
・
技
能
の
習
得

思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
の
育
成

学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性

等
の
涵
養

○保護者は行事を精選し連絡メールで日常的に連絡・調整
を行う。

○各種会議では、建設的な意見等で意形成を図る。
○毎月８日の三光あいさつ運動に参加したり登下校の見守
りをしたりする。
○学校だよりで情報を共有し積極的に学校の活動に参加す
る。

〇放課後、各自が教材
研究や学級事務等の時
間を週４時間以上確保
できている。
〇「ワークライフバラ
ンスが取れている。」
と回答する教職員が９
０％以上になる。
〇在校時間の１ヵ月の
超過勤務時間を平均４
０時間以内にする。

①各種資料の電子データベース化による事前共有
②各種の活動や行事等の来年度用の直後プランの作成

校務分掌の
効率化

働
き
方
改
革
の
推
進

①保護者は毎日「早寝・早起き・朝ごはん」を続ける。

○学期に２回以上、深水子ども応援団活動（道徳、総合的
な学習、環境整備等）を行い、対話をしながら児童の活動
意欲を高める。

学びを深め
る、拡げる
力の育成
（もっと挑
戦したい）

〇国・算の単元末テス
ト（思考・判断・表
現）の各自の平均を７
０％以上にする。
〇「出来なかったこと
が出来るようになっ
た」「失敗しても、あ
きらめずに挑戦してい
る」と回答する児童が
８０％以上になる。

①授業者は、「めあて（課題）・まとめ・ふりかえり」の
ある授業を行う。（１日３回以上）
②習得した用語（キーワード）を使った「まとめ」「振り
返り」を行う。（１日２回以上）
①授業でＩＣＴを活用する場面を１日１回以上作り積極的
に活用する。(AIドリル・eライブラリー等の活用）
②毎日、個に応じた学習時間を保障する。（朝短時間学習
など）

①学校生活上での課題を見つけ、ＰＤＣＡ（計画・実施・
評価・改善）を回しながら課題解決させる。（月１回以
上）

評定判断基準

Ａ ・・・達成率９０～１００％

Ｂ ・・・達成率７０～ ８９％

Ｃ ・・・達成率６０～ ６９％

Ｄ ・・・達成率６０％未満


